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Ⅴ アウトカム項目

事業所は、小田急小田原線「新百合ヶ丘駅」からバスで１０分乗車し「千代ヶ丘」
バス停下車徒歩３分の、静かな住宅街のバス通りに面した３階建てビルの２、３階
にあります。１階には、同一法人の小規模多機能型居宅介護事業所が併設され、連
携した運営がなされています。運営法人は教育を基点に介護事業などを幅広く全国
に展開している法人です。
＜優れている点＞
利用者の望むことを知り、その気持ちを受け止めて寄り添う介護を目指すため、利
用者一人ひとりと関わる時間を大切にするケアに取組んでいます。このために事務
作業などの業務の見直しを行い、できるだけ利用者と関わる時間を増やす努力を事
業所全体で行っています。利用者が人間らしい生活を送れるよう過度の見守りを控
える介護を行うとともに、自室内で過ごす時間を尊重し、利用者のプライバシーの
確保に努めています。看護師が職員として配置されていることで、利用者は安心し
た生活が出来るとともに、職員もその場その都度医療的なアドバイスが得られ、事
業所として職員も安心してケアを行うことが出来ています。
＜工夫点＞
居室担当者は、利用者の様子が分かる写真と文の「たより」を毎月家族に送ってい
ます。これにより利用者家族との関係づくりを行うとともに、利用者一人ひとりに
対する気付く力を向上させることが図られています。

入居している全ての方々が、心地良い生活が送れるような環境作りを心がけていま
す。また、入居者と職員という関係性ではなく、「人と人」との繋がりも大切にして
いきたいと考えています。 評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

36 ～ 55Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

平成29年度
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 ヒューマンライフケア　麻生グループホーム

 ユニット名 ２階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア　麻生グループホーム.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる。

・会議参加者の方にも分り易く簡潔に話している。
また、外出レク等の情報を地域の方から聞き、外出
レクに活かしている。
・運営推進会議参加者以外との方との交流の場が殆
ど無い。
・運営推進会議を通し、利用者の日常を理解しても
らっている。

開催日を偶数月の第三木曜日と決め、
町内会長、地域包括支援センター職
員、管理者がメンバーとして参加して
います。地域の催し物情報や季節の見
所などの情報を得て、外出レクリエー
ションとして近くにある浄慶寺のあじ
さいを鑑賞しています。

・認定調査の時等は、利用者の暮らしぶりや当人を
みて、現状を伝えている。
・市町村担当者との連携の多くは、生活保護の方々
が多くを占めている。
・利用者各々の日常生活を把握し、常に正確な状況
を伝えられる様に努めている。

地域包括支援センター職員に運営推進
会議を通じて事業所運営の実情を理解
して貰っています。市の生活保護担当
者とは、利用者の認定調査などで訪問
があり、利用者の生活の暮らしぶりを
見てもらうなどをして連携を密にして
います。

・近所のｽｰﾊﾟｰに買物へ行く等関わりを持てる様にし
ている。
・散歩等をしている際には、積極的に挨拶等する様
心がけている。
・地域行事にも積極的に参加出来るように計画した
り、散歩等を行い地域との距離感を常に意識してい
る。

運営推進会議メンバーの町内会会長か
らの地域情報を活かし、祭りなどの催
し物に積極的に参加しています。事業
所のクリスマス会には、ボランティア
の訪問があります。近所の散歩や買い
物では、挨拶や会話をして地域に親し
んで貰えるように努めています。

・地域の方々には、中々伝えることは出来ていない
が、ご家族等には現状の説明や病状等を分り易く説
明をしている。また、運営推進会議等で、地域の方
への理解や支援方法を話している。
・現状では、認知症ケアについての企画等は行えて
いない。
・運営推進会議等を通じて、利用者の日常生活の理
解や、見学等の受け入れをしている。

・入社時にｽﾀｯﾌﾌﾞｯｸが配布されたが、それについて
の研修等は、会社としてはされていない。
・理念に関して解らない部分については、先輩職員
や管理者に相談している。
・理念を実践する為に、各々の利用者との距離を縮
め接することにより、実践している。

「笑顔」と「こころ」を大切にする
サービスと積極的な地域交流を法人理
念としています。理念は採用時に全員
に配布する介護スタッフブックで共有
しています。これを踏まえて職員で考
えた事業所理念があります。職員間で
話し合いながら、利用者と関わること
を大切にする介護を実践しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア　麻生グループホーム.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護
予防サービス指定基準における禁止の対象
となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている。

・意見や要望があった際には、直に管理者に報告
し、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞで職員間情報共有している。
・職員間の認識を同じにし、どのようにしたら良い
かを職員間で話し合う。
・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で貴重な意見を反映し援助出来るように
している。

毎月１回「麻生グループホームたよ
り」を家族に送り、事業所と家族の関
係づくりを行っています。家族の来訪
時には、管理者が居室で利用者と共に
要望などを聞いています。介護タク
シーを手配してホテルで家族との会食
を実現したこともあります。

・本社研修では学んだが、ﾊﾟｰﾄｽﾀｯﾌ等本社研修に参
加しない職員も学べるように、拠点でも研修の開催
が必要。
・日常生活自立支援事業等の研修機会が設けられて
おらず、活用できない。
・拠点でも研修開催や講習会等を開催し、実践して
いきたい。

・家族が来所された際には、日々の状況を伝えてい
る。また、分からない際には管理者に報告してい
る。
・契約等に関しては、一般職員によっては契約内容
把握不足により、十分な説明が出来ないことがあ
る。

・身体拘束と思われる行為をしている所をみつけた
際には、職員同士で注意をしあう様にしている。ま
た、新人職員等がしていたら、何故駄目なのかを管
理者や先輩職員が説明をしている。
・ドア等の施錠はせず、利用者が危険な状況になら
ないように見守りをしている。
・身体拘束に関してﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で勉強することによ
り、常に意識をしながら援助に努めている。

身体拘束をしないケアのマニュアルが
あり、全体会議で気になるケアについ
て話し合っています。不適切なケアに
なりそうなことは、その都度、管理者
や職員同士で指摘しあって何故なのか
話をしています。ユニット扉は施錠し
ていませんが、１階玄関についてはバ
ス通りに面しているので安全のため施
錠をしています。

・虐待防止ﾋﾞﾃﾞｵ等で研修を受けている。
・援助方法について、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞや管理者、先輩職員に
聞く等し、誤った援助をしていないかを常に心掛け
ている。
・日々の援助の中で、同僚の視点から援助方法の改
善に努めている。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア　麻生グループホーム.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしてい
る。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている。

・他拠点との連絡網を作成し、食事会等の交流を深
めている。また、レク等の違いを話し合い、より向
上できる環境を作っている。
・地域の同業者ネットワークの方との勉強会開催ま
では行き着いていない。
・管理者と職員間で意見を話し合える環境が出来て
いる。

・どんなことに関心や興味があり、どんな仕事をし
てきたか等の情報収集し、少しでも実践出来るよう
にしている。
（例えば、主婦だった方には、家事の手伝いをして
頂いたりしている。）

・希望休等職員の希望を叶えてくれている。
・負担のある勤務表に成らない様に、配慮されてい
る。
・職員間のストレスや悩み等をお互いに話したりす
る機会があまり設けられていない。
・職員不足等は、職員同士で協力し実施している。

・研修等の案内があると、職員が各自で希望を言え
るように、誰もが目に出来る所に置いてある。ま
た、日々の業務の中でも、介助方法をみながら、指
導してくれている。
・研修等は現在管理者が普段の業務中に、間違った
援助等に対してその場でアドバイスをしてくれてい
る。
・介護に関しての疑問等も、先輩職員に相談できる
環境が出来ている。

・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞでは全員が意見や疑問を云い易い様な雰囲
気で行われている。また、仕事中や仕事後も職員を
気遣い愚痴や相談を言い易い様にしてくれている。
・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞを毎月開催しており、問題点や疑問点等を
実施出来るようにしてくれている。
・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞや申し送り時に情報共有出来る場を設けて
いる。

全体会議で職員の意見を聞く場を設け
管理者は聞き役に徹しています。職員
一人ひとりの相談や話についても、い
つでも好きな時に管理者に面談や電話
などが出来るようにしています。ケア
の原点の「利用者と関わることを大切
にする」取り組みについて職員と意見
を出し合っています。
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外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている。

・ご本人がご家族や知人に連絡を取りたいと云われ
た際には、事務所から電話をかけられるようになっ
ている。また、外出もされることもある。
・お墓参り等にも行けるようにしている。（職員が
同行することもある。）
・ご本人の関係継続出来るように、連絡が必要な時
には、相手の立場になって対応している。

入居しても従来の生活における関係性
の継続を大切にしています。事業所の
電話で家族、知人などへ好きな時に話
をすることができるよう支援をしてい
ます。続けていた両親の墓参りや、馴
染みの店での買物を実現する支援もし
ています。

・すべてを援助するのではなく、ご本人が出来るこ
と、したいことは可能な限りご自分でして頂く。職
員は、出来ない部分のみ支援している。
・ご家族からの意見に対しては、出来るだけ工夫し
実践している。
・理念である『寄り添う介護』の実践を常に意識し
ている。

・入居してもご家族との関わりが途絶えない様に、
毎月家族に「お便り」を出している。また、行事等
はご家族も参加して頂ける様に案内を送ることもあ
る。

・GHに何故入居しなければいけないのかも考えたり
聞きながら、入居後に家族が本人とどの様に関わり
を持ちたいかを探り、良好な関係性の橋渡しが上手
く出来るように努めている。
・契約時に聞いた内容を元に、可能な限り実践でき
るように行動している。
・ご家族が来所された際には、積極的に話をするよ
うに努めている。

・家族の一方的な意見に囚われずに、ご本人の意見
も出来る限り聞く。両者にとってより良いｻｰﾋﾞｽに努
めている。また、ご本人から少しでも気持ちが聞け
た際には、管理者に報告している。
・面会等で対応職員が聞き知った情報は、職員間で
共有し実践している。
・事前に管理者とご家族の面談内容を書面で確認し
ている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている。

・家族や後見人に生活歴を聞いたり、ご本人に質問
や話の中から入居前の暮らし方や生活環境を聞いて
いる。また、入居前の生活環境に近い状態でGHでも
生活が出来るように努めている。
・入居前の生活が昼夜玉転している方に関しては、
工夫をしながら改善出来る様に努めている。
・資料等から以前の生活環境の把握に努めている。

・日々の記録や申し送り等で現状把握している。ま
た、入浴時には、ﾎﾞﾃﾞｨﾁｪｯｸし、変化が無いかを確認
している。
・月に2回往診、月に4回訪問看護が来ている。
・日々変化する身体状況や精神状況を把握出来る様
に努めている。

・契約が終了されても来所や電話があれば、丁寧に
対応しその後の様子等も伺いながら配慮をしてい
る。
・ご家族の心情に配慮しながら、言葉遣いや対応を
変えている。

・お一人が好きな方に対して、無理強いしながら集
団の中に入って頂くことはせずに生活をして頂いて
いる。
・利用者がその時に何を最優先しているかを第一に
考え実施するように努めている。

集団生活として過ごす時間が多い中
で、利用者個人の思いや暮らし方を大
切にしています。利用者がその時々に
何をしたいかを第一に考えて支援をし
ています。居室での本人が過ごす時間
を尊重し、声掛けや入室は安易に行わ
ないようにしています。

・気がある方同士を同席にしたり、年齢の近い方を
同席にしたりと工夫している。また、必要に応じて
利用者の間に入り、コミュウニケーションが円滑に
出来るように配慮している。
・トラブルなどがある時には、直に対応できるよう
にしている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している。

・ご家族やご本人の希望に添えるように、提携クリ
ニック以外での受診も出来るようにしている。（歯
科に関しても同様の考え方）
・大切な内容の話などは、ご家族に同席をしてもら
いながら、ドクターが話すこともある。

今までかかっていた診療科目の通院は
家族対応となっています。受診結果は
診療情報書から連絡ノートに転記し、
職員と情報の共有を図っています。看
護師が配置されており、医療職の視点
での情報共有が図られ安心に繋がって
います。

・職員の固定観念で援助内容を決めつけるのではな
く、その人の残存機能を維持・向上できるのかを考
え援助するよう努めている。
・細かいｽｹｼﾞｭｰﾙに拘るのではなく、臨機応変に対応
出来る様に努めている。

・地域の清掃活動やお祭り等に参加し、交流を図る
よう努めている。
・積極的に地域資源を活用しようとしているが、現
状では難しい状況。

・ご家族やご本人には都度意見を聞いている。
・利用者に変化があった際には、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞやｶﾝﾌｧﾚﾝｽ
を開催し、援助方法を変えている。

ケアプランは本人、家族の意向を聞き
６ヶ月間の長期と３ヶ月間の短期目標
で作成しています。全体会議で集まっ
た際に、全ての利用者についてのミニ
カンファレンスを行い、全職員の参加
で目標達成状況と今後の対応について
話し合っています。

・些細な内容でも記録に記載している。
・終日をどの様に過ごしているかを記録している。
・小まめに記録に記載することにより、日々の変化
を逸早く把握することに繋がっている。
・個別記録を取ることにより、緊急時の対応が素早
くできる。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。又は、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている。

・ﾏﾆｭｱﾙを作成し、配布・提示しており訓練をしてい
る。
・救急車を呼ぶ判断は、提携クリニックに委ねてい
るが、呼ぶ時は職員各自で実践している。
・研修を通じ、更に充実させる様に努めている。

・ﾏﾆｭｱﾙはあるが、実際に訓練をしたことが無いので
不安。今後研修、訓練をして行きたい。
・避難する場所や協力体制がどこなのかも把握でき
ていない。
・職員に周知できるように書面にて努めている。

年２回の消防避難訓練が行われていま
すが、地震などの災害訓練はこれから
としています。建物に隣接している広
い駐車場が一時避難先として使用でき
ます。消火器や火災報知器、スプリン
クラーの設備は整っています。

３日以上の水・食料と避難生
活に必要な物の備蓄、および
保管場所や保管期間を記載し
た備蓄品リストの作成が期待
されます。地域の人々との協
力体制を築いていくことも期
待されます。

・基本的には、ご家族対応してもらっているが、定
期的に管理者が病院に行き情報交換をしている。
・電話で病院の相談員や病棟看護師と連携を取りな
がら対応している。

・意思確認書を使用し、ご家族やご本人の意向を把
握している。
・ご家族等には、提携病院ドクター、訪問看護師、
管理者から今後についての方向性の話し合いをして
いる。

入居時に重度化及び看取りに関する指
針の説明をしています。重度化した場
合には、利用者や家族の納得や安心を
含め様々なケースがあります。本人・
家族の意向を確認しながら、看取りを
実施できるかを訪問医が判断し、対応
しています。

・申し送りﾉｰﾄを使用し、伝達したいことを記入出来
る様にしている。
・24時間連携病院と連絡が出来る様になっている。
・利用者の状況変化に直に対処出来る様、日々相談
をしている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけてい
る。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る。

・肉が苦手な方には、魚を毎食提供するなど配慮を
している。
・お茶の時間などは、ご本人の好みの飲み物を提供
できるようにしている。
・食器の片付けが出来る利用者には、率先してやっ
て頂いている。

食事の前に嚥下体操をしています。利
用者と職員は同じテーブルで一緒に食
事を楽しんでいます。自主的に職員と
共に食器の片付けをする利用者もいま
す。買い物に出掛けた時に外食を楽し
むこともしています。

・出来る限り利用者個々に合わせた生活をして頂け
る様にしている。
・起床時間や就寝時間など、ご本人に合わせて対応
出来る様に努めている。
・利用者優先のタイムスケジュールの実施に努めて
いる。

・着替え等の際は、どの洋服が良いかを一緒に選ん
だりしている。
・整容もご本人の意見を尊重し対応している。
・髭剃りがご自分でできない際には、職員が髭剃り
等をし、身だしなみに気を付けている。

・厳格な対応を求めている方、ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰな対応を求め
ている方、その方々に合わせた対応を理解し、実践
している。
・利用者の普段の様子を観察したうえで、相手が喜
んでもらえるような会話をしている。
・相手の立場になって、物事を考え対応している。

採用時に介護職員の心構えや必要事項
が記載されている「介護スタッフブッ
ク」を配布して意識づけを行っていま
す。気になる言動があった時はその場
で一人の人として人権意識を持って行
動するように促しています。個人情報
の取り扱いにおいてはＦＡＸを使用し
ないように管理を徹底しています。

・援助をする中で、職員の要望を伝えるのではな
く、相手が何をしたいのかを聞き対応している。ま
た、上手く伝えることが困難な方に関しては、「は
い・いいえ」で答えられる質問形式で希望を聞き対
応している。
・外食等の時は、何を食べるかを利用者個人に考え
てもらっている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立に向け
た支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている。

・乳製品や果物を摂ってもらい、自然排便を促すよ
うに努めている。
・必要以上の下剤を服薬しないために、おやつ時に
小豆を食べて頂いたりしている。（羊羹やお汁粉な
ど）
・毎日排便の記録を取り、その方に合わせた下剤を
往診医に調整してもらっている。

・お一人で入浴をしたいと言われる方には、お一人
で入浴できる環境を整えている。
・湯船には、なるべく利用者の希望する時間浸かっ
ていられる様に配慮している。
・洗髪・洗身等は、出来る限りご自分でして頂き、
出来ない部分のみ援助している。

ゆったりと入浴したい利用者には希望
に沿うように配慮しています。季節に
は柚子湯や菖蒲湯を楽しんでいます。
入浴をコミュニケーションの場として
ゆっくりと本音を聞いたりしていま
す。

・毎食後に口腔ケアを促している。
・一部介助が必要な方に関しては、その方の出来な
い部分のみ援助し対応している。
・毎週歯科が往診に来て、口腔内をチェックしてい
る。

・日中は小まめな排泄介助を実践し、トイレ内での
排泄支援を行っている。

トイレまでの移動やトイレ内での排泄
動作も生活リハビリテーションの一環
と考え、可能な限りトイレでの排泄支
援をしています。べッド上でおむつ交
換だった利用者が車いすでトイレでの
排泄が可能になった例があります。

・水分量促進の為、食事30分前からお茶の提供をし
ている。
・水分量の少ない方には、お茶に限らずその方が水
分摂取するものを提供することもある。
・利用者各々の体重量に対しての必要水分量を把握
し対応している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めてい
る。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している。

・利用者が希望するときに、使用できるように少額
のお金をGH内で預かっている。
・お買い物に行きたい時にはなるべく行ける様に対
応している。
・毎月2回は日にちを決めて、必ず買物に行ってい
る。

・天気の良い日はなるべく外気浴が出来るように、
散歩等に行ける様にしている。
・好きな時に歌を歌ったり、トランプが出来るよう
に、常に利用者が手に出来る所に置いてある。
・テレビのリモコンもテレビ脇に置いている。

・散歩の希望があれば、天気の良い日等は必ず散歩
に行ける様にしている。
・嗜好品を買いに行きたい方に関しては、近隣のｽｰ
ﾊﾟｰに行ったり、ドライブがてら少し遠くのｽｰﾊﾟｰ等
にも行ける様にしている。

時間を工夫し散歩は出来るだけ行くよ
うにしています。近隣にスーパーマー
ケットや店舗があり散歩を兼ねて買い
物に行っています。車いすの利用者も
品物が豊富なスーパーマーケットにド
ライブがてら買い物に行っています。
希望により墓参りの支援もしていま
す。

・利用者個々の体力や身体状況を考え、日中臥床対
応の方もいる。
・昼夜逆転しないように、体を動かしたり、楽しん
で頂ける様に努めている。
・就寝薬は、ご本人の希望する時間に服用出来る様
に対応している。

・薬の処方説明書は、事務所内に保管されており、
いつでも職員は確認出来る様にしている。
・薬の処方が変わった際には、管理者か看護師に副
作用や注意点について確認し、事故が無い様に努め
ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている。

・最初から配置している家具は、電動ベッドとタン
ス（1個）のみのため、それ以外は何を持ち込まれて
もいい様になっている。
・写真や絵画、仏壇など色々なものを持ち込まれて
いる。

エアコン、ベッド、違い棚付きタン
ス、洗面台が備え付けられています。
家具の配置は利用者や家族と相談しな
がら決めています。それぞれが写真や
使い慣れた品などを持ち込み、自分の
部屋として飾りつけ、居心地良くして
います。

・トイレの場所が分からなくなる方様に、トイレの
ドアに『トイレ』等の貼紙をして対応している。
・手すりは共用空間に掴って歩行ができるように設
置されている。

・共用空間は、少しでも季節を感じられるようにす
るために、掲示物を貼るなどし対応している。
・温度調整や匂い等にも配慮をしている。

ひろびろとした共用空間は明るく季節
感のある掲示物などで温かみが感じら
れます。座席は決まっていませんが、
自然に気の合う利用者同士が座ってい
ます。加湿器液に次亜塩素酸水を使用
して空間除菌を行い、インフルエンザ
対策をしています。

・共用空間内での座席は、基本的には好きなところ
で過ごして頂ける様にしている。
・机や椅子に名前を貼る等は全くしていない。

・利用者が事務所内の電話で、好きな時に電話が出
来るように対応している。

株式会社フィールズ



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 ヒューマンライフケア　麻生グループホーム

 ユニット名 ３階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

・地域生活の継続支援と事業所と地域
の関係性を重視した理念を大切にして
いる。
・毎月のﾐｰﾃｨﾝｸﾞ時に理念を共有し、実
践するように努めている。

・地域住民の一員として、町内会の催
し物に参加し交流を持つ様にしてい
る。
・日々生活の中で、散歩や買物時に地
域との関わりを持とうとしている。
・地域住民との挨拶し繋がりを持つ様
努めている。
・近隣のバス停等で地域の方々と、介
護の話をするように努めている。

・積み重ねて来た認知症ケアの専門
性・実践力を活かして、地域住民から
の相談に乗ったりｱﾄﾞﾊﾞｲｽを提供してい
る。
・事業所内での実践内容を踏まえ、実
習生を受入れる活動を行っている。
・近隣の公園にいる方と入居者が話せ
るような場を作るよう努めている。

・会議では、事業所からの報告を参加ﾒ
ﾝﾊﾞｰからの専門・意見等受け、双方向
的な会議となる様に配慮をしていま
す。
・運営推進会議で話し合われたことを
拠点内ﾐｰﾃｨﾝｸﾞで話し合い、職員間で情
報共有している。

・認定更新の機会等に、市町村担当者
へ利用者の暮らしぶりやニーズを伝
え、情報を提供してもらっている。
・認定更新等の機会に連絡を取り、協
力関係を築く様に取組んでいる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞや日々の申し送りで、各々が
気付かない内に、言葉や行動で拘束し
ていないかを話し合っている。
・利用者に寄り添うことにより、誠意
取り組んでいる。
・利用者の安全を確保し、家族と話し
合う機会を設けている。時には、利用
者と直接話し合い説得している。

・勉強会やﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で、高齢者虐待防
止法に関する理解浸透するよう取組み
を行っている。
・日々の生活、特に入浴の際を中心に
目を光らせ、原因を考え防止に取組ん
でいる。

・勉強会等で理解を深めるようにして
いる。

・時間をとって、丁寧に説明し納得し
てもらえるように努めている。

・何でも言ってもらえる様に、意見・
要望等はﾐｰﾃｨﾝｸﾞで話合い反映させてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ・勉強会・個別面談を月1回
行い、意見を聞く様にしている。
・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞに於いて、提案する機会があ
り、反映されるようになっている。
・管理者用のﾚﾀｰBoxに、意見や要望を
書いて配慮やｱﾄﾞﾊﾞｲｽを得られる様にし
てある。

・職員の疲労やｽﾄﾚｽの要因について気
配り、気分転換出来るように喫煙所を
設けたり、職員同士の人間関係を把握
したり努めている。
・職員が向上心を持って、就業出来る
様に、ｱﾌﾀｰｹｱも含めて環境・条件の整
備に努めている。
・正職員やﾊﾟｰﾄと言う分け隔たり無
く、仕事が出来る様に配慮されてい
る。

・新人職員に対して、ケアの技術面だ
けでなく、利用者の関わり方等も指導
している。
・職員各々にあったプランを提示し、
成長を促している。
・職員一人一人の実力を把握し、実践
を通して成長を促している。
・外部研修に参加が出来る様に配慮が
されている。

・他ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑへ研修等通して、意見・
経験等ケアに活かしている。
・他拠点の職員と話す機会を設けてい
る。
・他拠点の職員と交流する機会を設
け、情報交換することで質の向上に取
組んでいる。

・ご本人の心身状態や思いに向合い、
職員が真摯に受入れられる関係作りを
努めている。
・ご本人と対話したり、行動を見守る
ことで、不安や要望に出来る限りの範
囲で対応している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

・ご家族が求めている物を理解し、ど
の様に対応出来るか事前に話し合いを
している。
・これまでの経緯について話を聞き、
その上で対応を考えていくことで関係
を築いている。
・その方の人生、歩んで来られた経緯
や思いを受け止め同感したり、認めた
り、共感しながら意思疎通を図ったり
している。

・本人やご家族の思い、状況等確認し
改善に向けた支援の提案、相談を繰り
返し信頼関係を築きながらｻｰﾋﾞｽに繋げ
ている。
・暮らしを共にする者同士として、あ
る時は対等な立場、ある時は歩み寄る
ことで関係を築いている。
・お一人の人格を尊重し、考え方や行
動される姿に教えられたり、知らない
ことを学んだり一緒に生活している。

・利用者は人生の心配であるといる考
えを職員が共有して、利用者から教え
てもらう場面が多く持てるよう、ｾｯﾃｨﾝ
ｸﾞ工夫に配慮している。
・暮らしを共にする者同士として、あ
る時は対等な立場、ある時は歩み寄る
ことで関係を築いている。

・職員はご家族の思いに寄添いなが
ら、気づきの情報共有に努め、本人を
一緒に支えている。家族と同じ思いで
支援していることを伝える。
・本人と家族の関係の橋渡しをするた
めに支援し、協力関係を築く様にして
いる。

・馴染みの友人・知人が、GHに会いに
来れる様働きかけている。
・関係が途切れない様な支援が出来る
様、努力し支援に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

・皆で楽しく過ごす時間や気の合う者
同士過ごせる場面作り、関係が上手く
行く様に職員が調整役となって支援し
ている。
・利用者同士の関係を円滑に運ぶ為
に、個別に話を聞くことや間に立つこ
とで支え合える様な支援をしている。

・これまでの関係性を大切にして、必
要に応じて本人や家族の経過をﾌｫﾛｰし
相談支援に努めている。
・ｻｰﾌﾞｽ利用が終了しても、関係性が断
ち切られない様に気に掛ける等をして
いる。

・言葉や表情などから、真意を推し
測ったり、それとなく確認をしてい
る。
・一人一人の思いを大切に扱い、情報
や普段の行動から類推したり、話を聞
くことで把握している。

・生活歴等知れば知る程、その人への
理解につながる。
・これまでの暮らしを把握し、出来る
だけ近い生活を送ってもらえる様にし
ている。

・生活、心理面の視点や出来ることに
注目して、全体の把握に努めている。
・利用者一人一人のリズムを把握し、
出来ることに注目していく。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

・思いや意見を聞き、反映させる様に
している。
・計画作成担当者を中心として、ﾐｰﾃｨﾝ
ｸﾞ以外の機会を使って、アセスメント
を行うことで計画に反映させている。

・食事・水分量・排泄等身体的状況、
日々の暮らしの様子や本人の言葉、ｴﾋﾟ
ｿｰﾄﾞ等記録している。
・個別にﾌｧｲﾙを準備し、日々の細かい
様子を記録して職員が共有出来る様に
なっている。

・ご本人・ご家族の状況に応じて、通
院や送迎等必要な支援は柔軟に対応し
ている。
・ご本人や家族の状況をみて、臨機応
変に対応している。
・ご家族や本人の満足いくような対応
が出来る様に努めている。

・訪問理美容、オムツの活用等介護保
険外の情報も把握し、家族にお伝えし
ている。
・訪問歯科等を利用し、安全により満
足感を得られる様に支援している。
・ボランティアの活用をすることによ
り、豊かな暮らしになるよう支援して
いる。

・訪問診療に来てもらい、複数の医療
関係機関とも関係を密にしている。
・密な関係を持つことにより、適切な
医療を受けられるようにしている。
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自
己
評
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外
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

・看護職員を配置しており、健康管理
や状態変化に応じて支援を行えるよう
にしている。
・看護職員が常駐し、急変や異常があ
る場合は報告し、適切な受診や往診が
受けられる様に支援している。

・入院によるﾀﾞﾒｰｼﾞを防ぐため医師と
話し合い、事業所内で対応可能な段階
で、なるべく早期退院出来る様にｱﾌﾟﾛｰ
ﾁしている。
・入退院時には、速やかな行動がとれ
るように情報交換や相談に努めてい
る。

・本人や家族の意向を踏まえ、医師や
職員が連携をとり、安心して納得した
最期が迎えられる様に意思を確認しな
がら取り組んでいる。
・意向をチームで共有し、取組んでい
る。

・救急車が来る前の応急処置や準備、
すべきこと等色々な場面を想定しなが
ら、勉強会や話し合いをしている。
・全職員が実践力を身に付けている訳
ではないために、一部の職員や医療機
関に頼ってしまっている。

・ﾏﾆｭｱﾙ作成し、利用者と一緒に避難訓
練を行っている。
・消火器や避難路の確保を行うなどし
ている。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア　麻生グループホーム.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

・本人の気持ちを大切に考えて、さり
げなくケアを心掛け、自己決定出来る
様言葉掛けしている。
・目立たずさりげない言葉かけをし、
ケアへと繋げられる様に支援を行って
いる。

・ご本人が答え易く選び易い様に働き
掛けをしている。
・簡単に答えられる、選択式の質問を
使い分け、ご本人に決定を促してい
る。

・一人一人のﾍﾟｰｽを大切にし、それぞ
れに合わせた対応を心掛けている。そ
の様子をみながら、本人の希望を聞
き、相談しながら過ごして頂いてい
る。
・一人一人のﾍﾟｰｽを大切にしつつ、全
てには対応できないので、ある程度のﾘ
ｽﾞﾑを作って対応している。

・本人の拘りのｽﾀｲﾙを把握して、その
人らしさが保てる様に手伝いをしてい
る。
・最低限人前に出られる身だしなみを
し、自力で出来る方には見守ったうえ
で行えるように支援している。

・食事が楽しく出来る様に、音楽を掛
けたり雰囲気作りを大切にしている。
・職員と一緒に準備や片付け等もして
いる。
・楽しみなものになるよう、語らい等ｺ
ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの場にしている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

・食べる量や栄養バランス、水分量が
一日取れるように、一人一人の状態等
をみながら支援している。
・各々の状態を見極め、水分確保の支
援を行っている。

・毎食後、一人一人の口腔状態をみな
がら、誤嚥性肺炎の予防も兼ね、口腔
ケアを実施している。
・食事後には、清潔を保持するため
に、ケアを丁寧に行っている。

・排泄チェック表を使用して、尿意の
ない利用者にも時間を決め、トイレで
排泄が出来る様に支援している。
・各々にあった、介助の仕方または見
守りの仕方を見極めることで支援を
行っている。

・毎日出来るだけ体操などを心掛け、
体を動かす様にしている。また、水分
補給の徹底を行い便秘対策をしてい
る。
・おもに薬や下剤での対応にしてし
まっている。

・入浴したい時間に合わせて声掛けを
している。
・タイミングよく入浴できるように心
がけている。
・介助が必要な利用者も多く、多くは
職員の都合で決めてしまっている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

・その方の生活のペースでお昼寝した
り、気持ちよく眠れるように、日中の
活動に配慮している。
・本人の意思を確認した上での安眠や
休息の支援を行っている。

・一人一人が服薬の目的や副作用、用
量を理解し、飲み忘れや誤薬を防ぐた
め、声掛け確認をしている。
・配薬表を確認し、用法や副作用等に
ついて勉強をしている。

・得意分野で一人一人の力を発揮して
もらえるようお願いしたり、出来そう
な仕事を頼み感謝の言葉を伝える様に
している。
・一人一人の経験や力を活かした役割
を与え、リハビリの観点からも支援を
行っている。

・希望に沿って、外出したり買い物な
ど出来る様支援している。
・現状職員の人員不足により、利用者
の希望を反映できないことがある。

・ご家族よりお金を預かり、事務所内
の金庫で管理し、必要時に使える様に
支援している。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア　麻生グループホーム.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

・電話をしたい時には、本人から電話
をしたり、職員が代行してお話をして
もらえる様にしている。
・時間帯に気を付けながら支援を行っ
ている。

・フロア内の飾付や家具の配置は、利
用者と一緒に考えて、ご自分の住んで
いる家だと意識を高めてもらう様にし
ている。
・居心地良く過ごせるように清掃など
を行ったり、季節感をとりいれたりし
ている。

・絵画や花などを飾って、居心地良い
空間を作っている。
・共用空間の物の配置等気を付けなが
ら、居場所作りをしている。

・使い慣れた好みのものを持ち込み、
居心地よ良さを配慮している。
・暖かい雰囲気になるよう努めてい
る。

・環境整備に努め、安全に気を付けて
いる。また、本人の不安や混乱材料を
取除き自立支援に繋げている。
・一人一人の「出来ること」「わかる
こと」を活かした生活が送れる様、環
境整備をしている。

株式会社フィールズ


